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日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

は
、
昔
か
ら
地
震
や
津
波
、
火
山

爆
発
、
洪
水
、
台
風
な
ど
が
多
く
、

毎
年
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
国
連
国
際
防

災
戦
略 (

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ)

事
務
局
の

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
１
９
７
０
年
か

ら
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
災
害
に

よ
る
死
者
数
の
75
％
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
集
中
し
、
ア
ジ
ア
は

世
界
で
最
も
災
害
に
弱
い
地
域
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
で
多
大
な
人
命
が
失
わ
れ

る
背
景
に
は
、
環
太
平
洋
地
震
帯

の
存
在
や
台
風
の
襲
来
と
い
っ
た
自

然
的
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ジ

ア
の
人
口
密
度
が
高
く
、
し
か
も

多
く
の
人
が
海
や
川
の
そ
ば
に
住
ん

で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
大
半
は
依
然
〝

途
上
国
〟

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
が
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
際
に
は
、
貧
困
が
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
事
例
も
み
ら
れ

ま
す
。

  

一
方
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
た
日
本
に
も
災
害
時
の
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
り
ま
す
。
３
月
11
日
以
降
、

日
本
政
府
は
１
６
３
の
国
と
地
域
、

43
の
国
際
機
関
か
ら
支
援
の
申
し

出
を
受
け
ま
し
た
が
、
災
害
対
応

を
担
う
自
治
体
自
身
が
被
災
し
た

こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
の
全

体
像
を
把
握
で
き
ず
国
際
支
援
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
航
し
ま
し
た
。

政
府
や
非
政
府
組
織
、
企
業
、
自

衛
隊
な
ど
他
部
門
に
ま
た
が
る
調

整
の
面
で
も
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
シ

ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
２
０
１
２
年
に

ア
ジ
ア
の
災
害
支
援
関
係
者
と
と

も
に

「
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

ア
ラ

イ
ア
ン
ス
」
を
設
立
。
災
害
が
起

き
た
と
き
、
一
国
の
政
府

・
行
政

の
み
が
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
各
組
織
の
壁

を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
情
報
、
人
、
資
金
、

モ
ノ
を
各
国
間
で
共
有

・
活
用
し
、

よ
り
迅
速
な
支
援
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
長
年
、
災
害
支
援

の
現
場
を
経
験
し
て
き
た
立
場
か

ら
組
織
間
の
協
力
体
制
整
備
の
必

要
性
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
す

る
備
え
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
連

携
体
制
づ
く
り
の
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

５
月
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
大
き

な
前
進
が
あ
っ
た
月
で
し
た
。
39

回
目
と
な
る
今
月
の
マ
ン
ス
リ
ー

・

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
５
月
12
日
か
ら
約

１
週
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク　

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

第
２
回
総
会
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ア
ジ
ア
の
防
災
関
係
者
に
向

け
た
研
修
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

国
・

組
織
の
壁
を
越
え
た
連
携
の
た
め
に

©Peace Winds 

稲の収穫シーズンを迎えたフィリピン中部のレイテ島ア

ランアラン市。 昨年 11 月に発生した台風 「ハイエン」

で壊滅的な被害を受けた地域の一つで、 住民の多く

は農業で生計を立てています。 発災後、 1 日も早く農

業を再開させるために、 人々は種を探して奔走したと

言います。 （2014 年 5 月末撮影）

稲の収穫シーズンを迎えたフィリピン中部のレイテ島ア

ランアラン市。 昨年 11 月に発生した台風 「ハイエン」

で壊滅的な被害を受けた地域の一つで、 住民の多く

は農業で生計を立てています。 発災後、 1 日も早く農

業を再開させるために、 人々は種を探して奔走したと

言います。 （2014 年 5 月末撮影）



ア
ラ
イ
ア
ン
ス
総
会

７
カ
国
の
災
害
関
係
者
集
結

　

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

ア
ラ
イ
ア

ン
ス
の
第
２
回
総
会
が
、
５
月
12

日
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
加
盟
国
で

あ
る
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ほ
か
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ブ
ル
ネ
イ
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

７
カ
国
。
２
０
１
２
年
の
開
催
以
来

２
度
目
と
な
る
今
回
の
会
合
で

は
、
各
国
で
の
活
動
内
容
や
他
セ

ク
タ
ー
と
の
協
働
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
に
向
け
た

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
５
年
間
の
計
画
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
各
国
間
で
の

連
携
の
促
進
や
若
手
人
材
の
育

成
、
加
盟
国
数
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
、
企
業

・
民
間
セ
ク

タ
ー
の
参
加
促
進
な
ど
緊
急
時
に

効
果
的
に
連
携
す
る
た
め
の
活
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

Monthly Topics
Civic Force の複数の事業
の中から、 注目のトピック

をお知らせします。

シ
ッ
プ
と
は―

東
日
本
大
震
災

・

ア
ジ
ア
の
経
験
か
ら―

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
行

政
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
場
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
し
た
役
割

や
セ
ク
タ
ー
の
垣
根
を
越
え
た
協

働
の
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
頻
発
す
る
災
害
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
台
風
支
援

農
業
の
再
開
を
確
認

　

昨
年
11
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
を

襲
っ
た
台
風

「
ハ
イ
エ
ン
」
の
発
生

か
ら
７
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
シ

ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
発
災
か
ら
今

日
ま
で
、
緊
急
支
援
物
資
を
配

布
し
た
ほ
か
、
今
年
２
月
か
ら
、

未
脱
穀
米
や
野
菜
の
種
、
農
具
を

配
布
し
被
災
し
た
地
域
の
主
要
な

産
業
で
あ
る
農
業
の
再
開
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

種
の
配
布
か
ら
約
３
カ
月
後
の
５

月
末
、
レ
イ
テ
島
ア
ラ
ン
ア
ラ
ン

市
の
タ
バ
ン
ゴ
ハ
イ
、
サ
ル
バ
シ
オ

ン
・
フ
ァ
ー
ム
、
ラ
ン
ギ
ッ
ト
の
３

地
区
を
訪
問
し
、
配
布
し
た
種
の

成
長
や
野
菜
が
収
穫
さ
れ
て
い
る

様
子
、
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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ア
ジ
ア
各
国
の
防
災
職
員

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
ア
セ

ア
ン
）
地
域
の
災
害
対
応
や
緊
急

支
援
に
関
し
て
協
力

・
調
整
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
１
年
11

月
に
設
立
さ
れ
た

「
ア
セ
ア
ン
防

災
人
道
支
援
調
整
セ
ン
タ
ー

（
Ａ

Ｈ
Ａ
セ
ン
タ
ー
）
」
。
日
本
政
府
か

ら
の
拠
出
金
に
基
づ
く
日

・
ア
セ

ア
ン
統
合
基
金
で
運
営
さ
れ
、
今

年
１
月
か
ら
半
年
間
、
「
Ａ
Ｈ
Ａ
セ

ン
タ
ー

・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
５

月
12
日
か
ら
17
日
、
ア
セ
ア
ン
７

カ
国
か
ら
13
人
の
研
修
生
が
来
日

し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
な
ど
を
訪

問
。
市
役
所
や
仮
設
住
宅
、
地

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
シ

ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
研
修
生
の

受
入
調
整
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

アセアン７カ国の研修生が気仙沼市長
（右） を表敬。 被災から３年以上が経
過した街の様子や復興に向けた取り組
みについて視察しました

今回の総会で、 2015 年 1 月にフィリピンで
ナショナルプラットフォームが設立されるこ
とが報告されました

必
要
と
さ

れ
る
か
各

組

織

の

リ
ー
ダ
ー

と
議
論
を

交
わ
し
ま

し

た
。
登

壇
者
は
左

記
の
と
お

り
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
災
害
時
の

真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
と
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク 

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
５
月

13
日
、
国
連
大
学
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ロ
ー
ズ
会
議
場
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「
災
害
時
の
真
の
リ
ー
ダ
ー

 オープニング

　大西健丞　アジアパシフィック アライアンス （APADM） CEO

　塩崎恭久　衆議院議員

　石兼公博　外務省国際協力局長

　サイド ・ ファイザル　アセアン防災人道支援調整センター所長

 セッション１:　3.11 東日本大震災からの学び　   　　 

　 岡本全勝　復興庁統括官

　 根木佳織　シビックフォース　事務局長

   太田至計　( 株 ) ハート ・ インターナショナル代表取締役社長

　 塩崎彰久　福島原発事故独立検証委員会 WG メンバー

 ディスカッション モデレーター ： 桑名恵　立命館大学准教授

 セッション２:　災害対応のリーダーシップ

　ファイザル ・ ジャラル　APADM　代表理事

　大西健丞　APADM CEO / シビックフォース代表理事

　ハリ ・ スサント　アセアン防災人道支援調整センター研修生

　下平拓哉　海上自衛隊　一等海佐

　泉貴子　東北大学　特任准教授

 ディスカッション　モデレーター ： 村尾信尚　

　　関西学院大学大学院教授、 NEWS ZERO メーンキャスター

 総括

　ウィン ・ オマール　アセアン防災人道支援調整センター

　茶野順子　笹川平和財団　常務理事

　ファイザル ・ ジャラル　APADM　代表理事



中長期復興支援事業

NPO パートナー協働事業

Civic Force では、 支援活動の中で見えてきた被災地の課題解決に向けて、 2012 年夏から 「中長期復興支援事業」 を続けて
います。 各事業の進捗状況をご報告します。 なお、 本事業の一部は 8 月末で終了または支援方法の変更を予定しています。
詳細は次号以降のマンスリー ・ レポートでお知らせします。 http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/choki/

■観光再生プロジェクト　
～ “訪れたいまち” に向けた官民協働の仕組みづくり
宮城県気仙沼市が復興重点事項に掲げる “観光” の戦略立

案をサポート。 2013 年 7 月には一般社団法人 「リアス観光

創造プラットフォーム」 の立ち上げに参画し、 継続支援中

■命をつなぐ翼プロジェクト　
～ヘリを活用した緊急医療搬送支援
震災以前から医療過疎が進む沿岸被災地で、 医療搬送用ヘ

リを導入し、 高度医療機関へのアクセス改善を目指す。 2013 

年 10 月の本格運航開始後、 要請に応じて患者を搬送。 行政

と連携した防災訓練のほか、 より多くの医療機関などと連携

体制を構築できるよう調整中

■共 “還” まちづくりプロジェクト　
～地域発 ・ 住まいとしごとの創造的復興チャレンジ支援
被災地で生まれた NPO や自治体と協力し、 地域の新しいま

ちづくりや、 これからまちづくりを進めていく地域で専門家派

遣や人材育成などを支援

■夢を応援プロジェクト　
～奨学金 × 地域発の教育プログラムで若者サポート
東日本大震災の影響で就学継続が困難な状況にある被災地

の高校生が社会人になるまで、 月 3 万円の奨学金を給付。

2014 年度も野外教育プログラムや奨学生交流会を開催予定

きょうかん

Civic Force の活動は、

  多くの企業や NPO、 行政  

   　などの皆様に支えられ　

　　　　ています。

      　　　パートナーからの

       　　　 旬のメッセージを  

　　　　　　      お届けします。

す
が
、
大
規
模
災
害
時
に
国
家
の

総
力
を
挙
げ
て
対
応
す
る
た
め

に
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
克
服
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
海
上
自
衛
隊
は
シ
ビ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
な
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
関

係
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
ま

す
。
災
害
救
援
活
動
で
は

「
必
要

な
人
に
必
要
な
支
援
を
」
実
施
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
そ
の
最

終
目
標
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
日

本
に
は
多
彩
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
り
、
一
方
、

海
上
自
衛
隊
に
は
機
動
性
と
柔
軟

性
が
あ
り
、
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
生
か
し
て
連
携
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
支

援
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

  

特
に
多
様
性
を
特
徴
と
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、
組
織
間
の
接
着
剤
と
し
て

大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。
海
上
自

衛
隊
が
発
揮
す
る

「
現
場
力
」
と
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
有
す
る

「
地
域
力
」
。
そ

れ
ら
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
変

化
す
る
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に

と
ら
え
、
国
家
の
総
力
を
最
大
限

か
つ
効
率
的
に
発
揮
で
き
る
よ

被災した人々が地域の復興に向けて主体的に取り組む事業をサポートしています。

2011 年 4 月からこれまでに 37 団体と 49 事業を実施。 2014 年 5 月現在、 2 件の事業を展開中です。

http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/npo/

■リアス観光創造プラットフォーム ： 気仙沼市の観光戦略を具現化するため、 パイロット事業などを実施中

■nina 神石高原 ： 福島の被災者に対し広島県への集団避難と移転先でのコミュニティ維持再生を支援

2014 年 6 月 11 日現在実施中の東北支援事業の一部をご報告します。

防衛省海上幕僚監部防衛部
（米海軍大学連絡官兼国際研究員）

下平 （しもだいら） 拓哉 さん

わ

木質バイオマスの利用を通じて持続的な社会の構築を目指すプログラム。

地元企業や NPO と協力し、 個人林業者の育成や木材集積場の運営、

地域通貨の試験的利用の面でサポート

■緑の “環” プロジェクト　
～持続可能な林業と木質バイオマス活用を通じて地域を活性化

国際シンポに登壇する下平さん
（右から 2 人目）

　

９
月
８
日
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

地
が
東
京
に
決
ま
り
ま
し
た
。
被

災
地
の
復
興
加
速
を
視
野
に
入
れ

た
招
致
活
動
は
、
福
島
で
生
活
す

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
意

義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
私
た
ち
福
島
大
学
の

学
生
は
青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
道

の
り
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
で
結

ぶ

「
未
来
へ
の
道
１
０
０
０
km
縦
断

リ
レ
ー
」
に
参
加
し
、
東
北
の
ラ

ン
ナ
ー
を
集
め
福
島
開
催
を
盛
り

上
げ
る
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
３
年
２
月
に
開
催

　

昨
今
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

厳
し
い
安
全
保
障
環
境
を
受
け
、

昨
年
、
海
上
自
衛
隊
と
米
海
軍
が

新
た
に
配
置
し
た

「
米
海
軍
大
学
」

の
連
絡
官
兼
国
際
研
究
員
を
務
め

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

米
軍
の

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
モ

ダ
チ
」
に
参
加
し
、
共
同
し
て
災

害
救
援
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

  

人
道
支
援
や
災
害
救
援
活
動

は
、
こ
れ
ま
で
〝
文
民
組
織
〟
の

仕
事
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
軍
事
組
織
も
重
点
を
お
く
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
双
方
の
間

に
は
、
組
織
文
化
の
違
い
や
活
動

内
容
の
重
複
な
ど
混
乱
も
あ
り
ま

災害時における民軍協力の可能性

う

、

柔
軟
に

役
割
分

担
を
し

て
い
く

こ
と
が

肝
要
で

す
。



お知らせ

　

な
お
、
ア
プ
リ
は
グ
ー
グ
ル
プ
レ

イ
よ
り
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
以
外
の
ユ
ー

ザ
ー
も
利
用
で
き
ま
す

（
継
続
寄

付
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
利
用
者
の
み
）
。

夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

奨
学
生
の
作
文
を
掲
載

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩

手

・
宮
城

・
福
島
３
県
の
学
生
を
、

奨
学
金
と
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

支
援
す
る

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
５
月
、
奨
学
生
か
ら
届
い
た

課
題
作
文
を
集
計
し
、
そ
の
一
部

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し

た
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
、
２
０
１
３

年
度
を
振
り
返
っ
て

「
最
も
印
象
に

残
っ
た
こ
と
」
「
学
ん
だ
こ
と
」
「
力

を
入
れ
た
こ
と
」
な
ど
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
。

h
ttp
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/
w

w
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n
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n
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3
9
5
.ph
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毎
日
新
聞
に
掲
載

「
民
と
軍 

長
所
出
し
合
う
」　

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
活
動
に
つ
い

て
よ
り
多
く
の
人
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
協
力

や
各
地
で
の
講
演
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

 

５
月
21
日
、
毎
日
新
聞
朝
刊
に
大

西
健
丞
代
表
理
事
の

「
民
と
軍　

長
所
出
し
合
う
」
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

 

ま
た
、
日
本
郵
船
個
人
株
主
向
け

の
情
報
誌

「
Ｎ
Ｙ
Ｋ
プ
ラ
スvo

l.1
5

」

に
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
中
部
台
風
支
援
に
つ
い
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

↓

↓

①スマートフォンから

「かざして募金」 のアプリを

ダウンロード 

②アプリを起動し、 シビック

フォースのロゴ画像にかざす 

③寄付金額の単位は 100 円、 500 円、 1,000 円、

3,000円、5,000円、10,000円。 設定金額から選択し、

確認ボタンをクリック。

寄付完了！
スマートフォンを使用した募金のプラットフォームは

日本初の試みです。

アプリのリリースによって、 ソフトバンクモバイル以

外の方も気軽に募金できるようになりました。

↓

アプリの使い方

ス
マ
ホ
で
簡
単
募
金

ア
プ
リ
の
配
布
ス
タ
ー
ト

　

月
々
の
携
帯
電
話
の
利
用
料
金

の
支
払
い
と
一
緒
に
寄
付
で
き
る

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の

「
か
ざ

緊急支援物資の調達 ・ 配送

生活改善のための風呂設営

離島へのカーフェリー就航

NPO パートナー協働事業 1 ・ 2 期

多目的 ・ 機能型拠点提供

ボランティア受け入れ用テント

復興支援調査事業

5 億 5,652 万円

2 億 3,310 万円

1,879 万円

1,998 万円

1 億 6,158 万円

7,213 万円

3,688 万円

1,404 万円

4 億 5,343 万円

9,584 万円

260 万円

1 億 7,483 万円

1 億 949 万円

3,438 万円

2,145 万円

1,483 万円

1 億 1,649 万円

合計 ： 11 億 2,644 万円

緊急 ・ 復旧支援活動

復興支援活動

現地事業を支える経費 *

東日本大震災に関する寄付金について、 2014 年 5 月末

日時点で約 13.22 億円 ( うち 2012 年 3 月より寄付額の

15％を運営費に充当 ) のご寄付をいただいています。

下記 5 月末現在の執行済み金額をご報告申し上げます。

金額は暫定 ・ 速報値です。 寄付金は、 理事会の承認に

基づいて執行しています。

なお、 2013 年度の決算と事業報告書はホームページで公

開しています。

http://www.civic-force.org/news/pdf/AR2013p1-20.pdf

* P= プロジェクト * 広報 ・ 資金調達に関連する費用を含む 

※上記の他、 ローソンと個人 ・ 団体寄付者の皆さまと協

力して実施中の夢を応援プロジェクトでは 7 億 7,835 万円

のご寄付をお預かりし、 奨学金とサポートプログラムに 3

億 9,267 万円を執行済みです。

※1 万円以下は四捨五入

基金事業

企業ボランティア

NPO パートナー協働事業 3 期～

命をつなぐ翼 P*( 中長期復興支援 )

観光再生 P( 中長期復興支援 )

緑の環 P( 中長期復興支援 )

共環まちづくり P( 中長期復興支援 )

し
て
募
金
」
。
１
０
０
円
か
ら
気
軽

に
寄
付
で
き
、
毎
月
定
額
寄
付
も

可
能
で
す
。

 　

６
月
９
日
か
ら
ｉ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の

配
布

（
無
料
）
も
始
ま
り
、
合
わ

せ
て

「
か
ざ
し
て
募
金
」
登
録
団

体
に
総
額
１
５
０
万
円
を
寄
付
す

る

「
ハ
ー
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
（
９
月
30
日
ま
で
）
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
ざ
し
て
募
金

を
利
用
し
た
寄
付
回
数
に
応
じ

て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が
追

加
で
登
録
団
体
に
寄
付
す
る
取
り

組
み
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
詳

細
は
左
記
の
と
お
り
。

ダウンロードはこちらから

iOS アプリ アンドロイドアプリ


